
 

附属機関等の名称 会議概要                
１ 審議会名  令和２年度 第２回安曇野市交通安全推進協議会 

２ 日  時  令和３年２月22日（月）午前10時から午前10時50分まで 

３ 会  場  安曇野市役所 ４階 大会議室 

４ 出席者   鶴見委員、務台委員、中村委員、早川委員、林委員、藤松委員、宮坂委員、山口委

員、小出委員、井上委員、太田委員、堀内委員、井上委員、荻窪委員、原田委員、

山田委員、野本委員、坪田委員、平林委員 

  欠席者   望月委員、松島委員、三井委員、藤岡委員、山越委員、有賀委員、渡辺委員 

５ 市側出席者 鳥羽長寿社会課長、藤原監理課長、山浦建設課長、沖学校教育課長、櫻井学校教育

課学校教育係長、髙橋地域づくり課長、土屋副主幹、石川主事 

６ 公開・非公開の別   公開     

７ 傍聴人  ０人    記者  ２人 

８ 会議概要作成年月日  令和３年２月22日 

協  議  事  項  等 

Ⅰ 会議次第 

 

１ 開 会 

２ あいさつ（会長） 

３ 協議事項（進行：会長） 

 （１）通学路合同点検の進捗状況の報告について 

（２）令和２年度交通安全対策事業と交通安全計画の検証について 

（３）令和３年度安曇野市交通安全運動推進計画（案）について 

（４）令和３年度安曇野市通学路交通安全プログラムの実施概要（案）について 

４ 連絡事項（事務局） 

（１）春の全国交通安全運動 出発式について 

（２）新年度委員について 

５ その他 

６ 閉 会 

 

Ⅱ 協議事項等概要 

 

協議事項 

（１）通学路合同点検の進捗状況の報告について 

【通学路交通安全部会長から説明】 

・令和３年２月10日、堀金小学校の児童が下校途中、前にいた別の児童を追いかけて飛び出したこ

とが原因で重傷を負う交通事故が発生した。交通事故０プロジェクトにもこの教訓を活かして、

学校や家庭に注意喚起・啓発を進めていく。 

・「通学路の交通安全の確保に向けた着実かつ効果的な取組み」として、市では平成27年９月に「安

曇野市通学路交通安全プログラム」を策定し、関係機関との連携体制の強化と通学路の安全確保

を推進してきた。 

・平成27年度から令和元年度までの５年間に実施された通学路合同点検の結果に基づいて進められ

ている対策について、報告をする。合同点検から年数が経過した地点では、対策の状況に代わっ

て当時の改善策が現状に合致したものであるか、部会としても注視していく。 

・今年度は25地点について令和３年１月15日から26日まで合同点検を実施予定だったが、新型コロ

ナウイルス感染症が県内でも感染拡大していたため、やむを得ず延期していた。令和３年３月２

日から５日に実施予定のため、結果と対策案については改めて交通安全推進協議会で報告する。 

様式２ 



 

（質疑等特になし) 

 

 【会長】 

通学路合同点検は３月に実施予定なので、関係者のご協力をお願いしたい。 

 

（２）令和２年度交通安全対策事業と交通安全計画の検証について 

（３）令和３年度安曇野市交通安全運動推進計画（案）について 

【事務局 地域づくり課から説明】（（２）（３）については関連があるので一括して説明） 

・市の交通安全施策に関する計画には、平成29年度からの５年間の大綱となる「第３次安曇野市交

通安全計画」（以下、交通安全計画）と、１年間の運動の方針を定める「令和２年度 安曇野市交

通安全運動推進計画」（以下、推進計画）がある。両計画については、各委員の所属する機関・団

体における事業実績等を踏まえて、毎年の相互評価及び検証を行い、次年度の推進計画の策定に

反映している。 

・交通安全計画については本年度が期間の４年目となるが、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、例年通りの事業が実施できていない。今年度は事故件数等が大幅に減少したが、これは外出

自粛等の影響が要因の一つと考えられる。来年度は、従前からの取り組みと合わせ、コロナ禍に

応じた交通安全対策を推進できるよう創意工夫する他、内容を発展させるなどして進めていきた

い。 

・令和３年度推進計画（案）は、前年度の各機関・団体の実績の確認、大綱である交通安全計画と

の相互評価と検証を実施した上で、その検証結果を新年度の推進計画策定に反映させていく。 

・令和２年度は推進計画に定めた重点事項を中心に、子どもや高齢者に対する対策や、地域におけ

る交通安全活動の展開など、コロナ禍においても安曇野市の交通事故防止のためにご尽力いただ

いた。今年度は高齢者の交通事故割合が増加し、約半数を占めているほか、子どもの交通事故の

半数以上が自転車事故といった課題が見えている。新年度の計画（案）では、県の交通安全運動

推進計画の変更点を踏まえ、引き続き高齢者と子どもの交通事故防止という観点に立ちながら、

基本的には昨年度までの事業を継続・拡充をしていきたい。 

 ・また、推進計画中に定めた高齢者交通安全モデル地区について、地域別の交通事故発生状況等か

ら「三郷地域温地区」を来年度のモデル地区に定め、重点的に対策等を実施したい。 

 

【早川委員から発言】 

コロナ禍で交通安全教室が中止になり、子どもへの交通安全教育が実施できていない中、市、交

通指導員、安曇野警察署が共同で下校指導をしていただいた。子どもたちの下校の様子を見なが

ら、現状の報告や、来年度の交通安全教育の方向性についても指導をいただいた。今後もこのよう

な指導をしていただきたい。 

 

 【会長】 

令和２年度交通安全対策事業と交通安全計画の検証について、また、令和３年度安曇野市交通安

全運動推進計画（案）及び高齢者交通安全モデル地区（案）について、承認いただける委員は挙手

をお願いしたい。 

 

  （委員の賛成多数） 

 

【会長】 

賛成多数でご承認いただいた。各団体におかれては、推進計画に基づき来年度の交通安全事業に

御協力をお願いしたい。 

 



（４）令和３年度安曇野市通学路交通安全プログラムの実施概要（案）について 

 【事務局 学校教育課から説明】 

 ・通学路交通安全プログラムは、通学路の交通安全の確保に向けた着実かつ効果的な取り組みを推

進する基本方針として、地域の実情を踏まえたうえで、通学路合同点検の実施や対策の検討、対

策の実施、効果の把握、その結果に基づく対策の改善・充実を一連のサイクルとして取り組むも

のである。 

 ・交通安全推進協議会の委員で構成される通学路交通安全部会（専門部会）において点検箇所や対

策について協議していく。点検箇所は、小中学校からの改善要望等を取りまとめ、各関係機関と

調整の上選定していく。 

・その結果を交通安全推進協議会で審議し、関係機関による早期の対応へつなげ、安全性の確保を

図る。 

 

  （質疑等特になし) 

 

 【会長】 

令和３年度安曇野市通学路交通安全プログラムの実施概要（案）について、承認いただける委員

は挙手をお願いしたい。 

 

（委員の賛成多数） 

 

【会長】 

賛成多数でご承認いただいた。来年度も継続した取り組みをお願いしたい。 

 

  （その他意見等なし） 

 

連絡事項 

（１）春の全国交通安全運動 出発式について 

【事務局 地域づくり課から説明】 

 令和３年度の「春の全国交通安全運動」は４月６日から15日まで行われる。例年行っている出発

式は４月６日に堀金総合体育館の北側駐車場で行う予定なので、ご都合のつく限りで委員の参加を

お願いしたい。通知等は３月末に現在の委員へ送付する予定なので、各団体でお引継ぎをいただき

たい。 

 

（２）新年度委員について 

 【事務局 地域づくり課から説明】 

  ３月までで委員の交代のある団体等においては、事務局までお知らせいただきたい。 

 

以上 

 


